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はじめに

２０２３年３月
熊谷まちなか再生エリアプラットフォーム

会⾧ ⾧谷川 隆春

「熊谷まちなか再生未来ビジョン（以下、未来ビジョン）」は、国土交通省の「官民連携ま
ちなか再生推進事業」の指定を受け、「熊谷まちなか再生エリアプラットフォーム（以下、プ
ラットフォーム）」において、２０２０年～２０２２年度にかけ、熊谷市、地元企業や団体、
立正大学・ものつくり大学・千葉大学の官民学が連携し、コロナ禍ではありましたが、月一回
の定例会と随時開催されたワーキンググループ（通称：くまちえ）によって、未来ビジョン策
定に向けた情報共有と意見交換を行ってきました。

熊谷市では、２０２１年１１月に小林哲也氏が第５代熊谷市⾧となり、２０２２年３月には
「熊谷市都市計画マスタープラン」とともに「熊谷市立地適正化計画」が策定されました。そ
のほか、まちづくりに関する計画として「熊谷市バリアフリー基本構想」や「熊谷市自転車活
用推進計画」も策定され、現在は、「第２次熊谷市総合振興計画・後期基本計画」や「熊谷市
地域公共交通計画」の策定作業中とうかがっています。そのため、 「未来ビジョン」は、その
方向性とも連携しながら策定をしました。

昨今、地方都市では、駅を中心に高齢者や小さい子供連れが無理なく歩行できるエリアで、
都市機能の強化を図り、コンパクトシティ化し、まちなかを再生することが有効とされていま
す。

そのため、「未来ビジョン」の対象エリアを、２０２０年度は熊谷駅周辺と熊谷駅から熊谷
スポーツ文化公園ラグビー場にアクセスするラグビーロード沿線のエリアを重点地区とし、２
０２１年度からは籠原駅南口周辺を追加し策定しています。

「未来ビジョン」の策定に当たっては「暑さ対策日本一のまちで、人と環境にやさしいまち
と暮らしの実現 －多様性のある 歩きやすいまち、心身ともに清々しいまち－」を、目指す
姿のテーマとして設定し、エリアにおいて官民学で連携・協力しながら、熊谷が抱える諸課題
を洗い出し、共有しながら、概ね２０年以内に達成する目標を短期・中期・⾧期に分け、検討
を進めました。

この「未来ビジョン」では、近い将来、確実に実現できる内容を列記するものではなく、
我々プラットフォームのメンバーが未来に対してワクワクすることはもちろんのこと、これか
らを担う子供たちが、熊谷が魅力あるまちとして実感してもらえることを願い、策定したもの
です。

また、官民学が連携し策定したものですが、官のオーソライズされた政策として位置付けら
れたものではなく、熊谷の未来のために作成されたものと理解していただけれは幸いです。

そのため、今後、官民学で役割分担をしながら、時代の転換期が訪れた際には、躊躇なく見
直し、より良い熊谷の発展に寄与するものと位置付け、運用していければと考えています。

なお、策定において特筆すべき事項として、市内や近隣市の大学生が積極的にアンケートの
実施や、会議運営に参画してくれたことがあげられます。

今後の「未来ビジョン」の活用としては、行政や民間地権者などのステークホルダーが、駅
周辺での計画を立案する際に、この「未来ビジョン」を検討の素材として活用していただき、
この「未来ビジョン」が実現のものへと近づくことを期待するものです。

また、「プラットフォーム」としては、この「未来ビジョン」の実現のための検討や調整を
行い、ステークホルダーの方々に有益な情報を還元し、官民学の連携を働きかけ、その役割を
果していければと考えています。

最後に、「未来ビジョン」の策定に当たり、御協力いただいた行政及び関係団体の方々に、
感謝を申し上げます。
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目的

未来ビジョンは、熊谷駅・籠原駅の持っているポテンシャルに着目し、両駅を中心に、そ
の周辺の「まちなか」を有機的につなげ、駅からまちなか、まちなかでの人流の増加、回遊
性や滞在する時間を増やし、まちのにぎわいや交流を生み出すことを目的としています。

また、未来ビジョンの作成に当たって、まちづくりを担う人材づくりを行うため、広く市
民や関係者にその内容を共有することを目的としています。

「駅」と「まちなか」をつなぐ「未来ビジョン」の共有

役割

官・民＋大学の連携でエリアの将来像を描く
熊谷駅・籠原駅周辺のまちづくりを担う様々なステークフォルダーが、「駅とまちなか」

「官と民の空間」をつなぎ・利用していくため、それぞれが点的でまちから切り離された建
替えや機能更新をするだけでなく、官民学が情報の共有や連携し合うことで、実現可能なま
ちづくりの将来像を描くことを目指していきます。

未来ビジョンを官民学連携で
作成し、共有することで、エ
リアのまちづくりの目標を設
定し、実現を目指す。

官民＋大学が連携し、それぞ
れの立場でまちづくりについ
て情報共有や、意見交換でき
る場「官民学連携プラット
フォーム」をつくる。

官民学連携の
場づくり

熊谷駅、籠原駅周辺エリアの
将来像を思い描き、官民学連
携で課題解決に向けた意見交
換を行う。

エリアの
将来像の設定

地域の特性の
把握

熊谷駅、籠原駅の魅力や課題
を、若い人へのアンケートや
プラットフォームのメンバー
で情報共有・意見交換をし合
う。

未来ビジョンの
作成・共有

1.まちなか再生未来ビジョン作成に当たって

1

市の計画にはどんなこ
とがあるの？
私たちは、こんなこと
をやりたいと思ってい
るけど！

熊谷には、いいところ
もあるけど、こんなこ
ともあればいいな！



位置付け

対象エリア

未来ビジョンは、埼玉県や市のまちづくりに関連する計画を参考に、熊谷駅・籠原駅を中心
として、子育て世代やお年寄りも含めて、快適に歩行でき、滞在できるようなプランを目指し、
概ね５年以内に達成できる目標を短期、概ね１０年以内を中期、概ね２０年以内を⾧期として
位置付け、官・民それぞれの取組を提案していきます。

都市計画の決定･変更、
個別計画の推進

用途地域、
地区計画等

市街地
開発事業

都市計画道路･
都市計画公園等

未
来
ビ
ジ
ョ
ン

熊
谷
ま
ち
な
か
再
生

未来ビジョンの対象エリアの設定に当たっては、熊谷駅、籠原駅から徒歩１５分圏
（約１，２００ｍ）の範囲を目安に設定をしていきます。

下図の赤囲みの範囲を中心に検討を進めていきます。

熊谷駅周辺エリア 籠原駅周辺エリア
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未来ビジョン

熊谷まちなか再生

官
民
学
連
携



2.目指す将来像に向けた実現方策の整理

将来像を目指すための方策を設定

若い世代へのアンケート実施

目指す将来像を設定

「暑さ対策日本一のまち」において
人と環境にやさしいまちと暮らしを実現

－多様性のある 歩きやすいまち、心身ともに清々しいまち－

地域の弱み

人口減少・少子高齢化

空き店舗・空き事務所・

路面駐車場の増加

歩行者通行量の減少

地域の強み
公共交通

公共施設や教育機関

都市基盤

まつり・イベント
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目指す将来像を実現するために、熊谷駅・籠原駅を中心としたエリアにおいて、以下の３つ
の強化によりまちづくりを推進します。

これらを実現するため、官民連携でプロジェクトの検討を行いました。

POINT 1 駅からまちに にぎわいを広げる

駅や駅ビルに集まっているにぎわいを、まちなかに広げていくことを
目指します。

未来ビジョン

熊谷まちなか再生

4

駅と直結している駅ビル、商業施設

が多数立地し、生活に快適な環境が

整っているため、駅構内では行き交

う人が多くみられます。

駅構内に滞留している人も歩きやす

い環境や魅力的な店が駅周辺に増え

ることで積極的に駅外へ出歩くこと

が期待できます。

バリアフリー整備やユニバーサル

デザインに配慮した整備を検討し

ます。



POINT 2 まちを心地よく歩く・移動する

駅からまちなかへの人の流れを、公共施設などの拠点や魅力的なお店
とをネットワーク化することにより、子育て世代や若者に支持される
ような快適で居心地の良いウォーカブルなまちを官民連携で目指しま
す。

2.目指す将来像に向けた実現方策の整理

5

歩きたくなる魅力的なまちなかを

形成するために、景観の向上を図

ります。路面の修繕も計画的に行

います。

まちなかでの人と環境にやさし

い道づくりを進めるために、歩

行者にとって安全な道路空間を

計画的につくっていきます。

まちなかの回遊性の向上を図るた

め、公共交通を補完する環境に配

慮した新たなモビリティの導入の

検討を進めていきます。



POINT 3 まちなかで心地よく憩う

駅からまちなかに広がった人の流れを、各スポット（公共施設、教育
機関、スポーツ施設など）をはじめ、動線上に⾧く滞在してもらうた
めに、心地がよく、みんなの活動や交流ができるような魅力ある居場
所の充実を、官民に加え大学とも連携して目指します。

未来ビジョン

熊谷まちなか再生
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人の流れの動線上で⾧く滞在し

てもらうために広い歩道など公

共空間を利活用したプロジェク

トを進めていきます。

子育て世代の応援、みんなの活動

や交流ができるような魅力ある居

場所を充実させていきます。

店先のオーニングなど、駅からま

ちなかに広がった人々が心地よく

憩う空間を作っていきます。



心地よく歩く軸

心地よく憩うポイント

３Ｄ都市モデル（PLATEAU）による
熊谷駅周辺エリア

エリアプラットフォームでは、熊谷駅周辺エリアの特性（強み・弱み）を踏まえつつ、目指
すべき姿を次のようにまとめました。

裁判所

法務局

税務署 市役所

八木橋
デパートイオン

検察庁

アルス
コンピュータ学院

文化センター

AZ熊谷

ティアラ21

ニットーモール

熊谷女子高校

市民体育館

星溪園

中央公民館

中央公園

県地方庁舎

熊谷保健所

荒川公園

3.熊谷駅周辺エリアの目指す姿

商業ゾーン

公共施設
ゾーン

公共施設
ゾーン

業務・商業
ゾーン

商業ゾーン

スポーツ・文化
ゾーン

暮らしの
ゾーン

暮らしの
ゾーン

商業
憩いの場
ゾーン
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心地よく歩く軸

心地よく憩うポイント

３Ｄ都市モデル（PLATEAU）による
籠原駅周辺エリア

エリアプラットフォームでは、籠原駅周辺エリアの特性（強み・弱み）を踏まえつつ、目指
すべき姿を次のようにまとめました。

熊谷西高校

埼玉県調理師
専門学校

航空自衛隊
熊谷基地

ことぶきつくし
保育園

ことぶきイーサイト保育園
（保育ステーション）

籠原保育所

熊谷高等技術
専門校

イーサイト籠原

籠原体育館

熊谷文化創造館
（さくらめいと）

若竹幼稚園

熊谷県土整備事務所

さみどり
認定こども園

籠原のこキッズ
保育園

籠原中央公園

4.籠原駅周辺エリアの目指す姿

暮らしの
ゾーン

商業ゾーン
商業誘導
ゾーン

子育て支援
ゾーン

田園共生
ゾーン

文化・教育
ゾーン

未来ビジョン

熊谷まちなか再生
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熊谷まち歩きアプリ「くまぶら」

熊谷市内で使える「電子地域通貨・ポイント」導入

駅を利用している人の特性などを把握し、駅や駅周辺施
設の利用拡大等につなげるための人の流れの読み解き
（人流分析）

熊谷まち歩きアプリ「くまぶら」は、官民学が連携して取り組む「熊谷スマートシティ推
進協議会」が開発、運用しているアプリです。

市民や来訪者が、まちなかでの回遊性を高め、気象やイベントに合わせた快適で楽しい生
活を送ることができる情報を発信する、まちを元気にするアプリです。

熊谷まち歩きアプリ「くまぶら」と連携し、市内の加盟店で利用できる電子マネーを導
入し、プレミアム付き商品券の発行や、市から現金で支給している給付金などを交付して
いきます。また、電子マネーとは別に、コミュニティポイントの発行も行い、地域の活性
化のほか、支払い等のキャッシュレス化やＤＸ化を進めていきます。

●熊谷駅周辺・籠原駅周辺エリア 共通

【１】デジタルを活用したツールの提供など

5.駅からまちへにぎわいを広げる

「くまぶら」では、
• お店の情報を文字や画像で紹介しています。
• 市の公式ＬＩＮＥアカウントの利用者に、

クーポンやイベント、セール情報などを
プッシュ配信しています。

• 「くまぶら」の機能を使ったスタンプラ
リーなど、まち全体への集客を促します。

9



駅とまちのアクセシビリティの向上

まちなかを楽しく回遊するための催し

市内では、官民連携で、「クールシェアスポットスタンプラリー」や名物の「雪く
ま」や「肉汁うどん」のスタンプラリーが実施されているほか、熊谷ラグビー場まで歩
く「スクマム！クマガヤウォーク」も行われています。

●熊谷駅周辺・籠原駅周辺エリア 共通（リアルの取組）

【２】幅広い方に、まちを楽しんでもらうメニューの拡大

 すべての人が移動しやすい経路づくり

市民体育館やスポーツ文化公園、さくらめいとなど、主要な目的地までの距離や
方向を示した案内板を増やします。

立体的な案内板だけではなく、路上への貼付等、掲出方法を工夫して数を増やし、
まちなかのクールシェアスポットなど、歩く人にうれしい情報を提供します。

熊谷市バリアフリー基本構想では、熊谷駅、籠原駅周辺で多くの方が利用する施
設を結ぶ経路を生活関連経路として設定し、バリアフリー化を進めています。
人流データを活用し、実際に人々に利用されている経路とすり合わせ、生活関連経
路未設定個所の確認や再設定を行い、さらなるバリアフリー整備やユニバーサルデ
ザインに配慮した整備を検討します。

 案内板の増設

未来ビジョン

熊谷まちなか再生
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6.まちを心地よく歩く・移動する

くまちえ景観向上プロジェクト

公共空間を活用するプロジェクト

星川シンボルロードの
メンテナンス

グリーン・スロー・モビリティの
導入検討（社会実験）

星川シンボルロードでは、毎月第２土曜日
に「星川夜市」が開催されています。

今後も、官民で連携し、星川シンボルロー
ドのほか、市役所通線の広い歩道や、中央公
園などの公共空間を利活用したプロジェクト
を進めていきます。

市民や来訪者が歩きたくなる魅力的なまち
なかを形成するため、熊谷駅南口の駅前広場
で、花壇の設置や装飾により、景観の向上を
図ります。

また、星川シンボルロードでは、「親水広
場」を増やすほか、植栽等によって緑を増や
します。

彩の国さいたま景観賞を受賞している「星
川シンボルロード」もレンガの路面の老朽化
が進んでいます。

そこで、路面の修繕を計画的に行い、市民
や来訪者に親しまれるような通りとしていき
ます。

まちなかの回遊性の向上を図るため、公共
交通を補完する環境に配慮した新たなモビリ
ティの導入の検討を進めていきます。

本格的な導入を進める前に、その効果など
を把握するために社会実験を行っていきます。

●熊谷駅周辺エリア
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歩行者専用道路の周辺への店舗の誘導

ゾーン３０プラス

自転車通行空間の整備

街路灯照明のＬＥＤ化

籠原駅周辺エリアでは、エリアの西側に
は、スーパーマーケットやスポーツジムが
点在していますが、駅南口周辺の歩行者専
用道路の沿道には、現在、店舗等の立地が
少ない状況です。

そのため、まちのにぎわいを生むために、
店舗等の誘導を図って、人が快適に歩き、
活力を感じられるようにしていきます。

まちなかの生活道路での「人」優先の安
心・安全な道路空間を確保するために、市
と警察署とが連携し、「ゾーン３０プラ
ス」の整備を計画的に進めていきます。

まちなかでの人と環境にやさしい道づくりを進めるために、歩行者と自転車との通行
が分けられた自転車通行空間の整備を行い、安全な道路空間を計画的につくっていきま
す。

まちなかを安心・安全に歩いてもらうために、環境に配慮したＬＥＤ照明へと計画的
に整備することによって、明るく快適に歩ける空間としていきます。

●籠原駅周辺エリア

●熊谷駅周辺・籠原駅周辺エリア 共通

未来ビジョン

熊谷まちなか再生
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出典：内閣府



くまちえリノベーションプロジェクト

くまちえ学生寮プロジェクト

くまちえ拠点開発プロジェクト

まちなかの空き家、空き店舗を活用して、
魅力ある店舗にリノベーションしていきま
す。

これまで、エリアプラットフォームで
行ってきた「くまちえスクール」を必要に
応じて、実施していきます

まちなかの空き家などを活用して、魅力あ
る学生寮へとリノベーションしていきます。

実施に当たっては、「くまちえスクール」
でのノウハウを生かして、立正大学やものつ
くり大学とも連携して進めていきます。

まちなかにある不動産（土地、建物）などを活用し、心地よく憩える拠点となるよう、
⾧期的な視点をもって整備を目指します。

星川シンボルロード
沿線

ラグビーロード
沿線

まちなか
低未利用公共施設

民間の所有する土地（駐
車場）やビルを活用し、
スマートビルなど、各種
ビジネスの拠点を目指し
ていきます。

民間の所有する土地（駐
車場）を活用し、まちな
かでの商業の拠点を目指
していきます。

市の所有する低未利用
の不動産（建物）を利活
用し、まちなかで、にぎ
わいを生み、憩える拠点
を目指していきます。

また、市では「熊谷市
公 共 施 設 等 総 合 管 理 計
画」を定め、計画的に施
設の統廃合を進めている
ため、官民で情報交換し、
その利活用策を連携しな
がら、検討を進めていき
ます。

参考：墨田アカデミックハウスプロジェクト

7.まちなかで心地よく憩う

●熊谷駅周辺エリア
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リノベーションプロジェクトによって 

オープンした「星川空港
フ ラ イ

」 



荒川公園周辺の再整備

北部地域振興交流拠点（仮称）の整備

（仮称）第１中央生涯活動センターの整備

熊谷駅保育ステーションの整備

●籠原駅周辺エリア

熊谷駅から徒歩５分という立地を生かし、新市民体育館の建設と荒川公園の再整備により、
まちなかに、運動の場だけでなく憩いの場をつくります。

また、国と連携し、「かわまちづくり」の検討も進めていきます。

現在のコミュニティひろばに、埼玉県と市と共同で、産業支援の拠点となる施設の整備を
進めていきます。

「熊谷市公共施設等総合管理計画」に基づき、まちなかの老朽化した公共施設などの集
約・複合化を図り、既存の機能に加えて、多世代が交流できる新たな拠点として、整備を
進めていきます。

熊谷駅周辺に「保育ステーション」を整備し、子育て世代の負担の軽減を図るとともに、
利便性の高い駅周辺に整備することにより、地域により異なる保育ニーズに対応していき
ます。

くまちえ子育て世代応援プロジェクト

籠原駅周辺は、ＪＲ高崎線の始発駅ということも
あり、幼稚園・保育園が数多く設けられているほか、
新たに認定こども園が開設されます。

また、籠原駅北口の駅ビルには「保育ステーショ
ン」が既に設けられていて、周辺の保育園への送迎
を行っています。

これらの恵まれた環境に加え、子育て世代を応援
するプロジェクトとして、リスキリング（学び直
し）の場の提供を検討していきます。

また、対象エリア周辺には、田園地域も広がっていることから、地元農産物の販売など、連
携を図ることによる子育て世代の応援についても検討を進めていきます。

未来ビジョン

熊谷まちなか再生
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未来ビジョンの策定に当たり、プラットフォームでは、立正
大学や市と連携し、市に在住・在勤、通学している１６歳から
３０歳までの若い世代を対象としてアンケートを実施しました。
その結果、８５０件の回答が得られました。

アンケートの中で、熊谷駅から徒歩５～１５分圏域で３０分以上滞在する頻度を増加させるた
めの環境や設備として、「ショッピングモールなどの大型商業施設」「公園や休憩スペース」、
「街並みや景観の改善、きれいな道路や歩道など」を求める割合が高い結果となっています。

また、熊谷駅から徒歩５～１５分圏域を将来、にぎわいのある場所にするための環境として、
「商業施設や娯楽施設が充実し、買い物や食事が便利な環境の整備」や「市民や利用者が駅前で
自由にくつろぐことができる環境の整備」、「自転車や自動車が利用しやすい環境」、「観光客
が増加するような環境」、「家賃が安く、居住環境の良い住宅の供給」を求める割合が高い結果
となっています。

8.若い世代へのアンケート実施

15



今
の
課
題

今
の
良
い
と
こ
ろ

将
来
お
き
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問
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アンケートでの自由意見のまとめ

●熊谷駅周辺エリア

●籠原駅周辺エリア
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まちづくりで取り組むべき将来像を把握するために、「街・未来アンケート」の結果のほか、
エリアで充実していると思われる強みを洗い出しました。

公共交通

■熊谷駅周辺エリア
熊谷駅は、上越・北陸新幹線の停車駅となっているほか、ＪＲ高崎線（湘南新宿ライン・

上野東京ライン）、秩父鉄道の結節点となっています。
また、熊谷駅の正面口、南口は、民間の路線バス、企業、大学、高校等への送迎バス、市内

循環バス（ゆうゆうバス）やタクシーの発着点となっています。
そのため、熊谷駅では、乗換えの乗客のほか、駅と直結している駅ビル、商業施設が多数立

地し、生活に快適な環境が整っているため、行き交う人が多くみられます。

■籠原駅周辺エリア
籠原駅は、ＪＲ高崎線（湘南新宿ライン・上野東京ライン）の始発駅として、隣接する深谷

市をはじめ、群馬県伊勢崎市や太田市の方の利用がみられます。
また、籠原駅の北口、南口は、民間の路線バス、企業等への送迎バス、市内循環バス（ゆう

ゆうバス）やタクシーの発着点となっています。

熊谷駅正面口

上越・北陸新幹線

ＪＲ高崎線 秩父鉄道パレオエクスプレス（ＳＬ）

９.熊谷駅・籠原駅周辺エリアの魅力（強み）
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公共施設や教育機関

■熊谷駅周辺エリア
熊谷駅周辺エリアには、国・埼玉県・市の公共施設が多数集積しています。
また、熊谷市内には、県立高校や大学、専門学校も立地していて、熊谷駅を中心に通勤・通

学の人が多くみられるエリアとなっています。
このエリア周辺にある主な公共施設などは、次のとおりです。

■籠原駅周辺エリア
籠原駅周辺エリアにも、国・埼玉県・市の公共施設が集積しています。
また、県立高校や専門学校も立地していて、籠原駅を中心に通勤・通学の人が多くみられる

エリアとなっています。
このエリア周辺にある公共施設などは、次のとおりです。

学校など市の施設埼玉県の施設国の施設

県立熊谷女子高校市役所熊谷地方庁舎裁判所

アルスコンピュー
タ専門学校

市立文化センター県立熊谷図書館検察庁

市立熊谷東小学校市民体育館熊谷児童相談所法務局

市立桜木小学校中央公民館熊谷保健所税務署

学校など市の施設埼玉県の施設国の施設

県立熊谷西高校熊谷文化創造館
（さくらめいと）

熊谷県土整備
事務所

航空自衛隊
熊谷基地

埼玉県調理師
専門学校

籠原体育館

熊谷市役所 市立文化センター

未来ビジョン

熊谷まちなか再生
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都市基盤

■熊谷駅周辺エリア
熊谷駅周辺エリアは、戦災復興土地区画整理事業によって、碁盤の目のように整備されてい

るほか、再開発事業として、熊谷駅と直結する駅ビル（ティアラ２１）が整備されています。
このエリアには、水と緑が豊かな景観の星川シンボルロードのほか、広い歩道に街路樹が植

えられた市役所通線、ラグビーロード、国道１７号、北大通線などの都市計画道路が縦横に整
備されています。

また、他の駅前エリアと比較すると、全国展開のフランチャイズ店以外にも、地域独自で展
開している飲食店・店舗も存在していることも魅力の一つとなっています。

■籠原駅周辺エリア
籠原駅周辺エリアは、籠原中央第一と籠原中央第二の土地区画整理事業によって、駅の南北

とも整備されています。
このエリアには、都市計画道路として、籠原駅南口線、籠原南大通線、御堂ケ谷戸線、新堀

三ヶ尻線などが整備されています。

まつり・イベント

■熊谷駅周辺エリア
熊谷駅周辺エリアでは、春には日本桜名所１００選の「さくら祭」、夏には関東一の祇園と

称される「熊谷うちわ祭」、「熊谷花火大会」などのイベントが行われ、多くの人々でにぎわ
いをみせています。

また、ラグビーワールドカップ2019 日本大会の会場の一つとなった「熊谷ラグビー場」を
本拠地とした「埼玉パナソニックワイルドナイツ」の試合などで、多くのラグビーファンが熊
谷市を訪れています。

■籠原駅周辺エリア
籠原駅周辺エリアでは、「籠原夏祭り」のほか、「かごはら秋くまフェスタ」や「かごはら

元気まつり」など、まつりやイベントが行われています。

駅ビル（ティアラ２１）星川シンボルロード

TM

9.熊谷駅・籠原駅周辺エリアの魅力（強み）
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まちづくりで取り組むべき将来像を把握するために、「街・未来アンケート」の結果のほか、
エリアの弱みを洗い出しました。

人口減少・少子高齢化

■熊谷市の状況

総人口・世帯数
熊谷市の総人口は、近年、微減

傾向で、令和３年１０月１日の住
民基本台帳では１９４，１２２ 人
となっています。その一方で、世
帯数は年々増加傾向にあるため、
１世帯当たりの人員は減少傾向に
あり、令和３年時点で２．２ 人／
世帯となっており、核家族化が進
行しています。

年齢３区分別の人口の推移
令和３年における年齢別人口構

成は、年少人口（０～１４歳）が
２１，９９７人、生産年齢人口
（１５～６４ 歳）が１１５，７９
４人、老年人口（６５歳以上）が
５７，６１９ 人で、高齢化率は２
９．５％と少子高齢化が進展して
おり、老年人口は４年前より２．
６ポイント増加しています。

高齢者世帯の状況
高齢単身世帯と高齢夫婦世帯数

は一貫して増加傾向で、令和２年
にはそれぞれ全世帯の１１．５％、
１３．４％を占めています。

10.熊谷駅・籠原駅周辺エリアの課題（弱み）
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■熊谷駅周辺エリア
熊谷駅周辺エリアの人口や世帯

数の動向をみると、平成２２年と
令和３年との比較で、エリア内人
口は７２３人とわずかではあるが
減少している一方、６５歳以上の
高齢者は１５６人の増加となって
います。また、世帯数については、
エリア内でのマンション建築が
あったことなどから、２５６世帯
の増加となっています。

まちなかのにぎわいを支える人口が少しずつではあるが減少し、少子高齢化によって、
まちなかの小売店などの後継者の問題につながっている様子がうかがえます。
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人口 65歳以上 世帯数
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人口 65歳以上 世帯数

土地区画整理事業の完了したエリアなので、人口・世帯数は増加している様子はうかが
えるが、エリア内に小売店等の立地が少なく、まちとしてのにぎわいが生まれていないと
思われます。

10.熊谷駅・籠原駅周辺エリアの課題（弱み）

■籠原駅周辺エリア
籠原駅周辺エリアの人口や世帯

数の動向をみると、平成２２年と
令和３年との比較で、エリア内人
口は２７６人の増加となっていま
すが、６５歳以上の高齢者は１６
４人の増加となっていて、高齢者
の増加割合が高くなっています。
また、世帯数については、土地区
画整理事業の完了したエリアでも
あり、２５５世帯の増加となって
います。
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空き店舗・空き事務所・路面駐車場の増加

■熊谷駅周辺エリア
熊谷駅周辺エリアのうち、星川シンボルロード周辺地区の建物や駐車場の状況を、エリアプ

ラットフォームに参加している大学生が踏査を行いました。

資料：商業統計調査、経済センサス

また、住民の買物時の移動
交通手段が自家用車であるこ
とや、郊外や近隣市町への大
規模店舗の立地等の影響もあ
り、熊谷駅周辺エリアの小売
店舗数については、年々減少
し続けています。

未来ビジョン

熊谷まちなか再生
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■熊谷駅周辺エリア
熊谷駅周辺エリアの歩行

者・自転車通行量は減少傾
向にあり、まちなかに訪れ
る目的・機会と場が減少し
ていることがその要因と考
えられます。

また、星川シンボルロー
ドについても、景観面では
強みである一方、歩道部分
が狭いことや、親水スポッ
トが少ないこともあげられ
ます。

特に、かつては、週末に
おける買い物来街などによ
り、平日よりも休日の歩行
者・自転車通行量が多かっ
たが、休日の減少が大きく、
余暇時間対応を重視した郊
外 で の 大 規 模 小 売 店 舗 ・
ショッピングセンターの立
地などとの競合によるもの
と思われます。

歩行者（自転車）通行量の減少

データ提供：
KDDI・技研商事インターナショナル

「KDDI Location Analyzer」
auスマートフォンユーザーのうち個別同意を得たユーザーを対象に、個人を特定できない処理を行って集計した。

中心市街地の歩行者・自転車通行量の推移

10.熊谷駅・籠原駅周辺エリアの課題（弱み）
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■籠原駅周辺エリア
籠原駅周辺エリアの人流

については、通勤等による
歩行者が多いと考えられ、
コロナ前の水準へと回復し
ています。

また、新型コロナウイル
ス感染症の影響による、人
流（歩行者）を調べてみる
と、いまだ回復には至って
いません。



まちなかでの人流を分析し、まちづくりへ活用

路線価マップ等による「官民連携のまちなか再生」に取り組
むべきエリアの検討

上の図から、駅周辺に人流は多いが、コロナ前より減っている状況を把握することが
できます。

目指す将来像に向けた実現方策に掲げている「駅からまちへにぎわいを広げる」ため、
公共空間を活用した社会実験等の効果を人流データを用いて計測・評価し、官民が連携
して回遊や滞留を促す施策づくりに生かしていきます。

※まちなか地価マップ
この地図は、熊谷市のまちなかの地価の推移を把握するため、固定資産税路線価と

地形図を用いて価格帯ごとに色分けしたものです。

地価の経年変化を視覚的に把握し、地価の下落が著しいエリアを洗い出すなど、まち
なか再生に取り組むエリアを検討していくための資料として活用していきます。

コラム データを活用したまちの分析（人流分析・路線価等マップ）

24

白囲みはコロナ前
より減少がみられ
る主なエリア



〇暑さ対策シミュレーション

〇3D都市モデルの｢まちづくり｣、｢防災｣、｢環境｣分野での活用
国では、まちづくり分野でのDXを進めるため、3D都市モデルのデータ整備、ユースケース

開発、3D都市モデルの整備・利活用ムーブメントの惹起とオープンデータ化に取り組んでいま

す。
「まちづくり」、「防災」、「環境」等の分野での利活用が期待されている3D都市モデルを

活用し、各種ユースケース開発、オープンデータ化、WEBGISソフトによる市民ワークショッ
プの開催など、官民学連携による都市の課題解決に取り組みます。

※まちなかへの街路樹
整備による景観シミュ
レーション

※3D建物データと荒川洪水
浸水データとの重ね合わせ
による「浸水規模の可視化
」、「避難路の可視化」

■取組事例
・ＪＲ熊谷駅周辺の中心市街地内における再
開発、再整備による景観・緑陰シミュレーシ
ョン。ウォーカブル空間シミュレーション。
・河川洪水浸水想定区域の重ね合わせによる
災害危険度の可視化。
・地理条件や気象データを踏まえ、緑陰や風
の通り道を考慮した住み心地のよい街区形成
のシミュレーション。

3D都市モデルやGISオープンデータを活用したまちづくりへ
の市民参画促進・データ活用による価値創造に向けた取組

風・温熱環境シミュレーションに
より得られた風の流れを３Dで実
感しやすく示す取組

熊谷市の特徴であり課題である、夏の暑さの中でも市民や来訪者が快適にまちなかを回遊で
きるよう、ヒートスポット（暑いぞスポット）、クールシェアスポット（店舗利用促進）、バ
ス停情報（公共交通利用促進）、緑陰・ビル影情報等を提供し、暑さの中でもWin-Winのまち
なかウェルカムを実現します。

上記の３Dモデルにより行った風・温熱環境シミュレーション結果をスマートフォン用に２
D化して、市民及び来街者へ所在地周辺の環境データとして提供するほか、オープンデータ化
により、市内に立地する立正大学、近隣のものつくり大学及び市民団体等と連携し二次利用を
促進します。
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コラム データを活用したまちづくりへの市民参画
（３D都市モデル等）



熊谷まちなか再生エリアプラットフォーム名簿
（令和５年３月現在）

組織内での役職氏名職名団体名

【中心市街地のまちづくりに関わる地域団体等】

会⾧⾧谷川隆春代表取締役鷹の羽興業株式会社

副会⾧黒田小源治代表取締役大和屋株式会社

副会⾧田中哲夫代表取締役株式会社すらっと

理事田久保眞理子オフィス・マリコット

理事橋本泰久橋本税理士事務所

監事⾧谷川隆一取締役鷹の羽興業株式会社

黒田泰治取締役大和屋株式会社

小幡 岳大和屋株式会社

【有識者】

理事鈴木弘樹准教授千葉大学

理事今井 弘教授ものつくり大学

理事大井達雄教授立正大学

【金融機関】

本店営業部、上之支店埼玉縣信用金庫

熊谷支店武蔵野銀行

熊谷支店株式会社足利銀行

【行政】

産業振興部 商工業振興課熊谷市

都市整備部 都市計画課

11.推進体制とこれまでの取組
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■令和２年度
・定例会の実施（令和５年２月迄計３０回開催）
・星川夜市での社会実験開始
・e-sports施設の検討、社会実験
・星川通りにおける空き家調査
・中心市街地における公衆トイレ調査
・ワーキンググループの立ち上げ
・エリアプラットフォームの構築
・勉強会の開催
・外部視察（草加市）

■令和３年度
・空き店舗再生「くまちえスクール」の実施
・星川通りのデザインコード立案、実施
・星川通り公衆トイレの計画立案
・星川夜市「キラキラプロジェクト」開始
・まちなかで使用できる屋台制作、社会実験
・コミュニティ広場活用検討
・「くまちえ」ロゴの作成
・法人格化の検討を開始
・勉強会の開催
・外部視察（流山市、和歌山市）

■令和４年度
・一般社団法人設立
・まちなか景観フォトコンテスト実施
・「くまちえスクール」店舗改修検討
・勉強会の開催
・外部視察（前橋市）
・未来ビジョンの作成

星川夜市での屋台制作と
無人販売の社会実験

「くまちえスクール」
店舗が令和４年に開店

星川夜市
「キラキラプロジェクト」

「くまちえスクール」
既存店舗改修計画

エリアプラットフォームでのこれまでの取組

11.推進体制とこれまでの取組
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検討したプロジェクトを、方針・エリア別で、役割分担・目標期間を次のようにまとめました。

12.ロードマップ
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※官の事業は、未来ビジョンの策定に当たり、市で進めている事業の中で、関連すると考えら
れる事業を掲載しています。



■くまちえ（KUMACHIE）とは
熊谷まちなか再生エリアプラットフォームの略称。
また、「くまがやのまちを皆の知恵や創造で再生し、まちなか
から熊谷市全体へ活動が広まるように」という意味です。


